
７
０
８
（和
銅
元
）
年
に
発
見
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い

る
尾
去
沢
鉱
山
。
そ
こ
で
産
出
さ
れ
た
金
は
、六
示良
。東
大

寺
の
大
仏
鋳
造
や
、
平
泉
の
中
尊
寺
。金
色
堂
に
も
使
わ

れ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

時
は
流
れ
繁
栄
の
時
代
を
経
た
尾
去
沢
…
。
写
真
は
、

近
代
１
９
６
３
（昭
和
３８
）年
と
現
代
の
尾
去
沢
で
す
。
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今
年
、
開
山
１
３
０
０

年
、
閉
山
か
ら
３。
年
を
迎

え
た
尾
去
沢
鉱
山
で
は
、

０８
年
４
月
か
ら
１１
月
ま

で
「十
和
田
八
幡
平
黄
金

歴
史
街
道
～
鹿
角
を
往
く
」

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

′`

岩
手
県
平
泉
町
～
鹿
角
地
域
～
世
界
遺
産
・白

神
山
地
を
「黄
金
歴
史
街
道
」
と
し
、
ツ
ア
ー
バ
ス

を
運
行
す
る
他
、
「黄
金
ス
イ
ー
ツ
」
を
開
発
・販

売
し
た
り
、
７
月
頃
に
小
坂
町
の
芝
居
小
屋
・康

楽
館
で
産
業
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
マ
イ
ン
ラ
ン
ド
は
４
月
か
ら
、
「史
跡

尾
去
沢
鉱
山
」
と
し
て
り
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
。
周

辺
の
選
鉱
場
跡
・製
錬
所
跡
な
ど
を
散
策
す
る
コ

ー
ス
を
設
け
た
り
、
士冗
店
・砂
金
取
り
体
験
施
設

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
づ
の
で
は
、
「鹿
角
の
冬

の
情
景
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
メ
ー
ル
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
風
景
・人
物
・動
物
・植
物
等
、

冬
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で
も
Ｏ
Ｋ
‐

携
帯
電
話
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
で

撮
影
し
た
写
真
を
、
メ
ー
ル
に
て
左
記
の
ア

ド
レ
ス
ま
で
送
信
し
て
下
さ
い
。
い員
に
輝
い

た
方
に
は
、
５
０
０
０
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

等
、
一暑
ｍ
も
用
意
し
て
い
ま
す
１
　
／
募
集

期
間
～
０８
年
３
月
１。
日
ま
で
　
※
応
募
頂
い

た
写
真
は
Ｈ
Ｐ
等
で
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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↑古酒の蔵。ここで貯蔵された日本酒
「地底の神秘」は売店で購入できます

↑太古の世界・幻想の道。タイムトラベル気分を

味わえるかも !?
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↑深い渓谷のようなマイン・キャニオン
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